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 研究方法は、モルモットを用いて、背部にデクスメデトミジン 0.1mlを皮下注尃し、 
レーザードップラー計を用いて、注尃部位の皮膚血流量を注尃後 60分まで測定した。 
さらに、すべてのα２アドレナリン受容体の拮抗薬であるヨヒンビン、α1、α２B、お 
よびα２Cアドレナリン受容体の拮抗薬であるプラゾシンをデクスメデトミジンに添加 
し、同様に測定した。また実験中、血圧および脈拍数の観血的な測定と、体温維持装置 
を用いて体温を一定に保った。 
 その結果、デクスメデトミジンは用量依存的に皮膚血流量を減尐させ、1μMのデクス 
メデトミジンは 50分後まで有意に皮膚血流量を減尐させた。その効果はヨヒンビンによ 
り拮抗されたが、プラゾシンでは拮抗されなかった。これにより局所投与されたデクス 
メデトミジンは末梢に存在するα２Aアドレナリン受容体を介して末梢血管収縮作用を 
引き起こすことが示された。また、血圧および脈拍数に有意な変化はみられなかった。 
 本論文では、以上の結果から、局所投与されたデクスメデトミジンは、全身の循環動 
態に影響を与えることなく、末梢に存在するα２A アドレナリン受容体を介して末梢血 
管収縮作用を引き起こすことが示されている。 
 本論文は、デクスメデトミジンが歯科における局所麻酔薬の添加薬としての臨床応用 
に向けて有益なものとなった。 
よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
